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各位 

三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券株式会社 

 

 

九州旅客鉄道株式会社が発行するグリーンボンドの引受けについて 

 

三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券株式会社（取締役社長 荒木 三郎、以下当社）は、このた

び、九州旅客鉄道株式会社が発行するグリーンボンド(1)（10 年債、200 億円）の引受けにおいて共

同主幹事を務め、本日、同グリーンボンドの条件が決定されましたことをお知らせします。 

 

九州旅客鉄道グループは、今後の人口減少の進展や自然災害の激甚化、技術革新等、非連

続的な将来の経営環境の変化が予想される中で「あるべき姿」を実現するため、「安全・安心なモ

ビリティサービスを軸に地域の特性を活かしたまちづくりを通じて九州の持続的な発展に貢献する」

という「2030 年長期ビジョン」を掲げています。また、「環境問題への対応（気候変動・資源保護）」

をマテリアリティの一つとしており、省エネ型車両の導入などによる効率的なエネルギーの利用に

努め、地球温暖化の原因となる CO2 排出量の削減を図っています。 

 

本グリーンボンドは、適合性と透明性の確保及び投資家への訴求力向上のため、グリーンボンド

原則 2018（ICMA）及び環境省グリーンボンドガイドライン 2020 年版に則して策定されたフレームワ

ークに基づき発行され、世界的な ESG 評価機関であるサステイナリティクス・ジャパン株式会社よる

適合性に関するセカンドパーティ・オピニオンを取得しているほか、株式会社格付投資情報センタ

ー（R&I）より「R&I グリーンボンドアセスメント」の最上位評価である「GA1」の評価を取得していま

す。また、環境省の 2020 年度グリーンボンド発行促進体制整備支援事業の補助金交付対象とな

っています。 

 

2006 年に国連責任投資原則（PRI: Principles for Responsible Investment）が制定されて以来、

世界の ESG 投資が拡大していることを受けて、資金使途を環境対策事業とするグリーンボンドや

社会貢献事業とするソーシャルボンド、両方の特性を有するサステナビリティボンド等の発行は増

加傾向にあります。引き続き、当社は、企業・経済の成長と社会・環境との両立の観点から、ESG を

テーマとした債券の引受けを一層推進するとともに、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 



  

 

（本グリーンボンドの概要） 

名 称 ： 九州旅客鉄道株式会社第 8 回無担保社債 

（社債間限定同順位特約付）（グリーンボンド） 

発 行 年 限 ： 10 年 

発 行 額 ： 200 億円 

利 率 ： 0.265% 

発 行 日 ： 2021 年 4 月 15 日 

償 還 日 ： 2031 年 4 月 15 日 

資 金 使 途 ： 「新型車両・鉄道関連設備」「社員研修センター改築」に係

る新規投資および既存投資のリファイナンス 

取 得 格 付 ： AA-（株式会社格付投資情報センター） 

主 幹 事 ： 野村證券株式会社 

みずほ証券株式会社 

三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券株式会社 

(1) 環境事業に要する資金を調達するために発行する債券。本グリーンボンドは、国際資本市場協会

（International Capital Market Association：ICMA）が定義する「グリーンボンド」の特性に従った債券である

旨、第三者評価機関による評価を取得している（第三者評価機関：サステイナリティクス・ジャパン株式会社） 

 

以 上 


